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茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 5 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

茨 城 県 県 央 農 林 事 務 所 長 受 賞

「 令 和 5 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰 」 を 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 に は 、 心 よ り お 祝 い 申 し

上 げ ま す 。

　 今 回 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 は 、 令 和 4 年 度 に 完 成 し た 工 事 に お い て 、 施 工 管 理 や 出 来 映 え な ど で

特 に 優 秀 な 成 績 を 上 げ ら れ ま し た 。

　 農 家 の 皆 様 の 財 産 を 扱 う と い う 特 殊 性 が あ る 土 地 改 良 事 業 に お い て 、 農 家 や 周 辺 住 民 に 配 慮 す る

こ と は も と よ り 、 様 々 な 施 工 提 案 な ど に よ り 良 好 な 農 地 ・ 農 業 用 施 設 を 造 成 し て い た だ い た こ と に 、

深 く 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。

　 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 に は 、 今 後 と も 技 術 の 研 鑽 に 努 め ら れ ま す と と も に 、 ま す ま す ご 活 躍 さ れ

ま す こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 央 農 林 事 務 所

所 長 　 飛 田 　 聡 志

■ 県 央 農 林 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 小 林 　 敏 彦

［ 工 事 名 ］ 湛 水 防 除 事 業 東 大 場 ・ 島 地 区 送 水 管 そ の 2 工 事 （ 水 戸 市 ）

総 合 建 設 業 I S O 9 00 1： 2 0 1 5 認 証 取 得

横 田 建 設株 式 会 社

本 　 社 / 〒 3 1 0 － 0 8 4 5 茨 城 県 水 戸 市 吉 沢 町 6 6 7
T E L. （ 0 2 9 ）2 4 7 － 0 8 3 0
F A X. （ 0 2 9 ）2 4 7 － 9 8 9 9

代 表 取 締 役 　 横 田  修 一

■ 県 央 農 林 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 水 　 口 　 達 　 司

［ 工 事 名 ］ 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 随 分 附 地 区 排 水 路 そ の 3 工 事 （ 笠 間 市 ）

代 表 取 締 役 髙 　 橋 　 　 　 智

本 　 社 　 〒 3 0 9 － 1 7 1 7 　 茨 城 県 笠 間 市 旭 町  6 4 7 － 1

T E L 　 0 2 9 6 － 7 7 － 6 7 8 7  ㈹

F A X 　 0 2 9 6 － 7 7 － 6 7 8 3 　 　

茨 城 県 知 事 許 可 （ 特 - 0 5 ） 第 1 0 7 2 7 号

特 　 定 　 建 　 設 　 業

代 表 取 締 役 大 　 平 　 嘉 　 章

〒 3 0 9 － 1 7 0 3 　 茨 城 県 笠 間 市 鯉 淵  6 3 4 0

T E L 0 2 9 6 － 7 7 － 1 2 6 5

F A X 0 2 9 6 － 7 7 － 1 4 4 6

■ 県 央 農 林 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 友 部 中 央 地 区 第 5 工 区 排 水 路 工 事
（ 笠 間 市 ）

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 木 野 内 　 謙 　 一

Ci vil E n gi n e e ri n g W o r k s, O HI R A

大 平 建 設 株 式 会 社
優 秀 な 技 術 を も っ て

農 業 農 村 整 備 を 推 進

㈱ 横 田 建 設

小 林 　 敏 彦 氏

日 本 営 繕 工 業 ㈱

水 口 　 達 司 氏

日 時 ： 令 和 5 年 1 2 月 1 2 日 （ 火 ）

場 所 ： 水 戸 合 同 庁 舎 2 階 大 会 議 室

　
冒 頭 、 同 事 務 所 の 倉 持 明

彦 土 地 改 良 部 門 長 は 「 受賞 者 の 皆 さ ま は 、 出 来 栄 え　
県 鉾 田 工 事 事 務 所 （ 秋 山

文 昭 所 長 ）  、 県 鹿 行 水 道 事務 所 （ 岩 崎 英 雄 所 長 ）  、 県建 設 業 協 会 鉾 田 支 部 （ 羽 生義 隆 支 部 長 ） は ５ 日 、 県 建設 業 協 会 鉾 田 支 部 会 議 室 で２ ０ ２ ３ 年 度 第 ２ 回 意 見 交換 会 を 開 催 し た 。 建 設 業 の担 い 手 の 育 成 確 保 を 議 題 とし て 忌 憚 な い 意 見 を 交 わ し

は も と よ り 、 施 工 の 過 程 で様 々 な 創 意 工 夫 を こ ら し 、他 の 模 範 と な る 優 秀 な 成 績

で 工 事 を 完 成さ せ た 」 と 受賞 者 を た たえ 、  「 引 き 続き 技 術 の 研 さん に 努 め 、 基盤 整 備 に ご 尽力 い た だ け れば 」 と あ い さつ 。　
来 賓 は 下 田

德 行 県 建 設 業協 会 水 戸 支 部長 、 田 口 誠 壽同 協 会 水 戸 支部 副 支 部 長 、髙 野 潔 同 協 会常 陸 大 宮 支 部

た 。 鉾 田 支 部 は Ｉ Ｃ Ｔ 活 用工 事 を 推 進 す る た め の 講 習会 実 施 な ど を 要 望 し た 。　
冒 頭 、 秋 山 所 長 は 「 建 設

業 に お け る 時 間 外 労 働 の 罰則 付 き 上 限 規 制 に つ い て 、来 年 ４ 月 の 適 用 ま で 半 年 を切 り 、 待 っ た な し の 状 況 。建 設 業 の 働 き 方 改 革 に つ いて 、 引 き 続 き し っ か り と 取り 組 ん で い く た め 、 意 見 交換 を さ せ て い た だ き た い 」と あ い さ つ 。

留 意 事 項 に つ い て 説 明 。 また 、 水 戸 労 働 基 準 監 督 署 の岡 崎 圭 第 ３ 方 面 主 任 監 督 官が 建 設 業 に お け る 時 間 外 労働 の 上 限 規 制 に つ い て 講 演し た 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。  ［ ■ 表 彰 技 術 者 名
（ 施 工 業 者 名 ） ＝ 工 事 名（ 工 事 箇 所 ）  ］

　
■ 木 野 内 謙 一 （ 大 平 建 設

㈱ ） ＝ 経 営 体 育 成 基 盤 整 備事 業 友 部 中 央 地 区 第 ５ 工 区排 水 路 工 事 （ 笠 間 市 ）　
■ 水 口 達 司 （ 日 本 営 繕 工

業 ㈱ ） ＝ 経 営 体 育 成 基 盤 整備 事 業 随 分 附 地 区 排 水 路 その ３ 工 事 （ 笠 間 市 ）　
■ 小 林 敏 彦 （ ㈱ 横 田 建

設 ） ＝ 湛 水 防 除 事 業 東 大場 ・ 島 地 区 送 水 管 そ の ２ 工事 （ 水 戸 市 ）　
高 萩 市 は 、 市 立 秋 山 中 学

校 （ 高 萩 ２ ７ ３ ） の 特 別 教室 へ の 空 調 設 備 改 修 工 事 を実 施 す る 。

1 2月 補 正 予 算 案

で は 、 学 校 施 設 整 備 事 業 の整 備 工 事 費 と し て １ ５ ３ 万４ ０ ０ ０ 円 を 計 上 し た 。 早け れ ば 来 年 １ 月 の 発 注 を 目標 に 事 業 を 進 め て い く 。　
学 校 施 設 整 備 事 業 は

1 2月

補 正 で の 新 規 事 業 。 整 備 を行 う の は 、 秋 山 中 学 校 の パソ コ ン 室 。 教 室 内 に は 埋 込式 の 空 調 設 備 が ６ 台 設 置 され て い る が 、 経 年 劣 化 に より 不 調 が 出 て い る と の こと 。 ６ 台 の う ち 系 統 が 同 じ３ 台 に つ い て 入 替 工 事 を 実施 す る 。 パ ソ コ ン 室 の 広 さは １ ５ ７ ㎡ と な っ て い る 。　
議 会 議 決 後 に 工 事 発 注 の

準 備 を 進 め 、 早 期 発 注 を 目指 す と の こ と 。 早 け れ ば 来年 １ 月 中 の 工 事 の 発 注 を 見込 ん で い る 。 メ ン ト Ｃ 種 の コ ン ク リ ー ト（ 相 当 品 含 む ）  。 通 常 使 用 する 一 般 材 料 は 高 炉 セ メ ン トＢ 種 の コ ン ク リ ー ト 。　
関 東 地 方 整 備 局 は 今 年 ３

月 、 低 炭 素 型 材 料 の 施 工 性の 確 認 や 、 そ の 活 用 に 際 して 配 慮 が 必 要 な 事 項 を 明 確化 し 、 低 炭 素 型 材 料 の 活 用を 一 般 化 す る こ と を 目 的 とし て 、 基 本 的 な 考 え 方 を 示し た 「 港 湾 工 事 等 に お け る低 炭 素 型 材 料 の 活 用 マ ニ ュア ル 」 を 策 定 し て い る 。

長 が 出 席 。 代 表 し て 下 田 支部 長 が 祝 辞 を 述 べ た 。　
表 彰 式 で は 、 飛 田 所 長 が

受 賞 者 に 表 彰 状 を 授 与 。 受賞 者 を 代 表 し て 日 本 営 繕 工業 ㈱ の 水 口 達 司 氏 が 「 建 設業 に 携 わ る 者 と し て 表 彰 の栄 誉 を 深 く 胸 に 刻 み 、 今 後も 地 域 社 会 へ の 貢 献 、 農 業の 発 展 に 寄 与 す る と と もに 、 さ ら に 信 頼 さ れ る 施 工業 者 を 目 指 し て 日 々 精 進 して ま い る 」 と 謝 辞 。　
そ の 後 、 休 憩 を 挟 み 、 同

事 務 所 が 土 地 改 良 工 事 の　
国 土 交 通 省 鹿 島 港 湾 ・ 空

港 整 備 事 務 所 は 、 令 和 ５ 年度 鹿 島 港 外 港 地 区 南 防 波 堤築 造 工 事 で 低 炭 素 型 材 料 を活 用 す る 発 注 者 指 定 型 の 試行 工 事 を 実 施 す る 。 こ れ によ り

3 5％ の 二 酸 化 炭 素 排 出

量 削 減 が 見 込 ま れ る （ 材 料由 来 の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 ）  。　
対 象 は 本 体 工 （ 蓋 ブ ロ ッ

ク 製 作 ・ 据 付 １ 個 ）  。 活 用す る 低 炭 素 型 材 料 は 高 炉 セ　
意 見 交 換 会 に は 県 鉾 田 工

事 事 務 所 か ら ６ 人 、 県 鹿 行水 道 事 務 所 か ら ３ 人 、 県 建設 業 協 会 鉾 田 支 部 か ら は ６人 が 出 席 。 建 設 業 の 働 き 方改 革 の 取 り 組 み や 建 設 キ ャリ ア ア ッ プ シ ス テ ム （ Ｃ ＣＵ Ｓ ） 工 事 の 取 り 組 み を 議題 と し て 意 見 交 換 を 行 った 。　
県 建 設 業 協 会 鉾 田 支 部 の

要 望 事 項 は 次 の と お り 。　
■ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 工 事 を 推 進

す る た め の 講習 会 実 施　
■ 「 完 全 週

休 ２ 日 制 」 と「 ４ 週 ８ 休 体制 」 推 進 に つい て　
■ 書 類 の 完

全 Ａ Ｓ Ｐ 化 の推 進　
■ Ａ Ｓ Ｐ に

よ る 円 滑 な やり と り の 推 進　
■ 工 期 延 長

時 の 「 Ａ ＳＰ 」  「 仮 設 トイ レ 」 の 費 用に つ い て

　
県 県 央 農 林 事 務 所 （ 飛 田 聡 志 所 長 ） は

1 2日 、 ２

０ ２ ３ 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰 式 を水 戸 合 同 庁 舎 で 挙 行 し た 。

2 2年 度 に 完 成 し た 工 事

1 6件 の う ち 、 特 に 優 れ た 成 績 で 工 事 を 完 成 さ せ た
技 術 者 ３ 人 を 表 彰 し た 。 式 後 に は 、 工 事 の 留 意 事項 や 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 な ど に つ い て の 研 修 会が 行 わ れ た 。

県 央 農 林

優 秀 技 術 者 ３ 人 に 栄 誉
事 務 所 長表

　 　

彰

創 意 工 夫 は 他 の 模 範

式 後 に 研 修 会 開 催

防 波 堤 築 造 工 事 で 試 行
低 炭 素 型 材 料 活 用 へ

鹿 島 港 湾 空 港

完 全 週 休 2  日 制 な ど 推 進

担 い 手 の 育 成 確 保 が 議 題

県 鉾 田 工 事 と 鹿 行 水 道 、 茨 建 協 鉾 田 支 部

秋 山 中 の Ｐ Ｃ 室１ 月 に 空 調 改 修

《 高 萩 市 》


